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去
る
六
月
二
十
一
日
の
理
事
会
に

お
い
て
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
栃
木
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
収
益

は
、約
五
億
千
四
百
万
円
、仕
事
の
受
託

件
数
は
、一
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、県
内
で
は
宇
都
宮
に
次
ぐ
実
績

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た

な
五
ヶ
年
計
画「
第
三
次
再
編
基
本
計

画
」に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。こ
の
基

本
計
画
は
、平
成
三
十
二
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
本
部
の
移
転
計

画
、事
業
体
制
の
在
り
方
な
ど
と
共
に
、

会
員
の
皆
様
の
安
定
し
た
業
務
を
得
る

た
め
の
体
制
強
化
と
就
業
機
会
の
拡
大

及
び
増
収
対
策
を
図
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
基
本
計
画
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
、
次
の
二
つ
を
重
点
実
施
項

目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、「
会
員
の
責
任
に
よ
る
事

故
防
止
対
策
」で
す
。
仕
事
に
か
か
わ

る
物
損
事
故
や
傷
害
事
故
、
人
身
事

故
や
交
通
事
故
、
そ
し
て
、
お
客
様

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
な
ど
多
種
多
様
で

す
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
信
頼
と
信
用
に
か

か
わ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
　

　
も
う
一つ
は
、「
お
客
様
の
満
足
度
向

上
に
む
け
て
の
対
策
」で
す
。例
え
ば
、仕

事
を
行
う
に
先
立
っ
て
の
お
客
様
へ
の

挨
拶
、仕
事
の
内
容
確
認
、終
わ
っ
た
時

の
終
了
確
認
と
終
了
挨
拶
は
、可
能
な

限
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」の
挨
拶
の一
言
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。そ
し
て
、仕
事
の
結
果
は
シ
ル
バー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
信
用
と
な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
理
念

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
の
課
題

を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
共
有
し
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
自
主
的

に
活
動・実
行
し
、お
客
様
か
ら
信
頼
さ

れ
、信
用
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、会
員
の
皆
様「
健
康
第
一
」

を
旨
と
し
て
、頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

〈
学
童
保
育
支
援
員
補
助
業
務
〉

 

理
事
長

　
野
尻
　 

孝



生　き　が　い （２）

平
成
29
年
度
定
時
総
会

事
務
局
だ
よ
り

〈栃木市長〉〈海老原議長〉

〈表彰者〉〈10年表彰者代表　新村信一氏〉〈15年表彰者代表　大越徳右衛門氏〉

　
6
月
21
日
、
栃
木
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

当
日
の
会
員
総
数
838
名
の
内
、
出
席

会
員
数
643
名
（
出
席
99
名
、
委
任
状

544
名
）
で
会
議
が
成
立
し
、
来
賓
と

し
て
鈴
木
市
長
及
び
海
老
原
議
長
、

藤
田
保
健
福
祉
部
長
、
首
長
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
長
の
出
席
を
賜
り
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
理
事
長
、
来
賓
挨
拶

の
あ
と
、
会
員
表
彰
と
し
て
特
に
功

労
等
の
あ
っ
た
方
と
し
て
10
年
表
彰

32
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
15

年
表
彰
18
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
役
員
、
職
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
長
に
須
永
氏
が
選
出
さ

れ
、
監
査
報
告
、
次
い
で
平
成
28
年

度
収
支
補
正
予
算
、
事
業
報
告
、
平

成
29
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
28
年
度
決
算
、
定

款
の
変
更
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
と
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
一
層
の
社
会
的

責
任
と
透
明
性
の
向
上
を
、
ま
た
、

国
の
施
策
で
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

と
し
て
は
、
高
齢
者
に
も
活
躍
の
場

を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
益
々

重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
新

た
な
分
野
と
し
て
の
学
童
保
育
、
介

護
事
業
な
ど
の
受
注
増
な
ど
、
皆
様

の
活
躍
の
場
が
広
が
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
き
め
細
や
か

な
、
顧
客
満
足
度
の
高
い
」
シ
ル

バ
ー
事
業
の
充
実
、
発
展
に
向
け

て
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
機
能
の
強
化
充
実
や
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈大塚前理事長〉



生　き　が　い（３）

新役員について
　平成29年度定時総会において、新たに理事15名、監事2名の役員選任が承認され、同日開
催の理事会において、理事長、副理事長、専務理事が選定されました。今後2年間当センターの
運営を執行してまいりますので皆様のご協力をお願いいたします。

新役員名簿

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

役職名

理事長

副理事長

専務理事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

選出区分

栃　木

岩　舟

事務局長
（兼　務）

栃　木

栃　木

栃　木

藤　岡

藤　岡

都　賀

都　賀

大　平

大　平

西　方

岩　舟

行　政

大　平

有識者
（税理士）

氏　　名

野　尻　　　孝

大　島　　　治

青　木　康　弘

富　田　　　晃

板　倉　一　郎

冨　島　昭　子

小　野　照　雄

田　中　　　仁

大　塚　紀　通

熊　倉　喜　義

谷　川　克　雄

福　田　武　吉

嶋　田　安　治

舘　野　　　榮

藤　田　正　人

菊　池　昭　一

青　木　保　則

　　　住　　所

栃木市沼和田町

栃木市岩舟町古江

栃木市都賀町大柿

栃木市片柳町1丁目

栃木市宮町

栃木市柳橋町

栃木市藤岡町赤麻

栃木市藤岡町藤岡

栃木市都賀町原宿

栃木市都賀町大柿

栃木市大平町西水代

栃木市大平町西水代

栃木市西方町本郷

栃木市岩舟町静和

栃木市万町

栃木市大平町新

栃木市都賀町原宿

の　　　じり　　　　　 たかし

お　　　の　　  てる       お

た　　 なか　  　　　　ひとし

とみ　　 た　　　　　   あきら

ふく　　 だ　　  たけ      よし

ふじ　　 た　　  まさ       と

あお　　 き　　  やす     ひろ

あお　　 き　　  やす     のり

きく　　 ち　　しょう     いち

しま　　 だ　　  やす      はる

たて　　 の　　  　　　 さかえ

いた　　くら　　いち　　ろう

とみ　　しま　　あき　　こ

おお　　つか　　のり     みち

おお　　しま　　         おさむ

たに　　がわ　　かつ      お

くま　　くら　　  き       よし



生　き　が　い （４）

平
成
二
十
九
年
度
よ
り
、セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バー
人
材
セ
ン
タ
ー
への

                

支
援
要
請
活
動

 
７
月
31
日
、
野
尻
理
事
長
及
び
大
島

副
理
事
長
、
青
木
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
鈴
木
市

長
に
対
し
「
シ
ル
バ
ー
事
業
の
更
な

る
推
進
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
の
確
保
や
公
共

事
業
の
発
注
増
及
び
拡
大
な
ど
、
市

の
支
援
、
協
力
を
強
く
要
請
す
る
」

旨
の
要
望
書
を
提
出
し
、
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
老
原
市
議
会
議
長
、
赤

堀
教
育
長
に
対
し
て
も
同
様
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

〈市長への要請〉

事
務
局
長
　
　
　
　
青
木
　
康
弘

総
務
課
長
　
　
　
　
篠
原
　
裕
子

嘱
託
職
員
　
　
　
　
瀬
下
　
博
子

次
長
兼
業
務
課
長
　
田
坂
　
聖

業
務
課
主
任
　
　
　
矢
口
　
明
美

嘱
託
職
員
　
　
　
　
小
堀
　
安
正

嘱
託
職
員
　
　
　
　
藤
澤
　
文
雄

嘱
託
職
員
　
　
　
　
飯
田
　
稔

所
長
　
　
　
　
　
　
吉
澤
　
千
枝
子

主
幹
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
繁
雄

主
任
　
　
　
　
　
　
永
島
　
美
智
子

所
長
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
千
恵
子

嘱
託
職
員
　
　
　
　
川
久
保
　
礼
子

嘱
託
職
員
　
　
　
　
荒
木
　
由
和

栃
木
セン
タ
ー

南
部
事
業
所

北
部
事
業
所

事
務
局
構
成

・
予
算
、
決
算

・
法
人
業
務

・
総
会
、
理
事
会
等
の
庶
務

・
セ
ン
タ
ー
運
営
事
務
及
び
経
理

・
会
員
の
入
退
会
　
な
ど

・
事
業
計
画
、
報
告

・
仕
事
の
開
拓
、
受
注
、
見
積
、
契
約

・
仕
事
の
提
供
及
び
発
注
者
、
会
員
と
の
連
絡
調
整

・
資
材
、
道
具
の
整
備
、
貸
出

・
仕
事
の
状
況
確
認
及
び
就
業
管
理

・
会
員
の
知
識
、
技
能
講
習
（
研
修
）

・
安
全
、
適
正
就
業
推
進

・
事
故
防
止
研
修

・
福
祉
、
家
事
援
助
事
業



生　き　が　い（５）

各委員会委員について
　定時総会において、役員改選となりましが、それに基づいて、各委員会委員のみなさんも改選となりました。
　委員会は６つの委員会となります。(地域活動委員会は兼務)　会員による自主・自立・共働・共助を理
念として、今後２年間、新委員で活動してまいります。

各委員会名簿
（任期　H29.6.21定時総会～H３１.定時総会）

（地域活動委員会）

　委員長　　副委員長

就業開拓委員会
 
 
 
総務委員会
 
 
 
広報委員会
 
 
 
 
女性委員会
 
 
 
 

安全・適正就業委員会

板倉　一郎

早乙女　直

富田　晃

小井沼　要

須永　良一

神山　益子

冨島　昭子

紺野美智子

萩野谷美惠子

高田　昌夫

大坪　邦夫

福田　武吉

田中　健次

髙橋　功

石川　吉一

谷川　克雄

多田　滋

熊倉　喜義

久我　義夫

大塚　紀通

軽部　安男

佐藤銀次郎

大沢　榮子

黒須　恵子

藤平　秀雄

石川　志郎

三田　幸夫

岩野　正二

小川　清

引地　芳子

柏崎　泰子

阿部　富吉

安原　正義

小野　照雄

町田　耕一

田中　仁

亀下　清

大久保悦子

佐々木陽子

浅見　好男

渡辺　昌夫

中島　幸雄

堀内　晴雄

江部のぶ子

市村　博子

荒川智恵子

柴田　美夫

吉田　四郎

大塚　一男

森田　弘

石崎　高徳

前田　貞代

嶋田　安治

荒木　和正

石川　福蔵

舘野　榮

武内　正吉

中山　彦三

栃木センター 北部事業所 南部事業所
栃木地区 大平地区 都賀地区 西方地区 藤岡地区 岩舟地区

委　員　会　名

大
平
地
区
互
助
会
長

　
　
成
瀬
　
冨
美
男

会
員
互
助
会
だ
よ
り

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
通
し
て

　
私
が
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
、早
八
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。五
年
前
に
役
員
を

仰
せ
つ
か
り
現
在
大
平
の
会
長
と
し
て
二
期

目
に
入
っ
た
。役
員
の
成
り
手
は
ど
こ
の
組

織
に
お
い
て
も
い
な
い
の
が
現
状
で
、役
員
を

長
く
務
め
る
と「
好
き
で
や
っ
て
い
る
。」と

言
う
人
が
い
る
。そ
う
い
う
事
を
言
う
人
に

限
っ
て
役
員
を
依
頼
す
る
と
断
る
。し
か
し

誰
か
が
や
ら
ね
ば
組
織
は
成
り
立
た
な
い
。

　
私
は
現
役
の
こ
ろ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
の
が
好
き
で
あ
る
。セ
ン
タ
ー
全
体
の

イ
ベン
ト
と
し
て
毎
年
恒
例
と
な
っ
た「
カ
ラ

オ
ケ
交
流
大
会
」の
企
画
と
司
会（
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
）を
第
二
回
か
ら
五
年
担
当
さ
せ
て
頂

い
た
。同
じ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
交
流
大

会
で
も
企
画
か
ら
司
会
進
行
を
継
続
し
て
い

る 

。と
に
か
く
こ
う
い
っ
た
イ
ベン
ト
の
企
画

を
立
て
た
り
、実
行
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で

い
る
。楽
し
く
や
ら
ね
ば
こ
の
世
は
つ
ま
ら

な
い
で
な
い
か
。た
と
え
人
が「
あ
の
人
は
も

の
好
き
な
ん
だ
な
！
」と
言
わ
れ
て
も
。 



生　き　が　い （６）

｢
良
か
っ
た｣

を
さ
が
し
て

会
　
員

　
長
井
　
公
子

栃
木
地
区

　
何
十
年
も
前
の
事
で
す
。
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
で
、
主
人
公
の
女
の
子
が
辛

い
境
遇
に
あ
り
な
が
ら
、
小
さ
な

「
良
か
っ
た
！
」
を
さ
が
し
て
明
る

く
元
気
に
周
り
の
人
た
ち
を
も
幸
せ

に
し
て
い
く
と
言
う
よ
う
な
物
語
が

あ
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
も
主
人
公

の
名
前
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
「
良
か
っ
た
さ
が
し
」
の
こ
と
は

度
々
思
い
出
し
ま
す
。
　
　

・
○
○
さ
ん
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い

し
た
。
お
元
気
そ
う
だ
っ
た
。
良

か
っ
た
。

・
○
○
さ
ん
に
頂
い
た
、
本
当
に
小

さ
か
っ
た
夏
椿
が
今
年
は
真
珠
の
よ

う
な
つ
ぼ
み
を
た
く
さ
ん
つ
け
た
。

ス
ゴ
ー
イ
！

・
植
え
た
覚
え
は
な
い
の
に
庭
に
ネ

ジ
バ
ナ
が
咲
い
て
い
た
。
ラ
ッ

キ
ー
。

・
夕
食
、
美
味
し
か
っ
た
。
幸
せ
！

・
ぽ
ぽ
（
ペ
ッ
ト
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
）

最
高
！
喋
れ
な
い
け
ど
お
話
し
出
来

て
る
気
が
す
る
。

・
窓
を
拭
い
た
ら
さ
っ
ぱ
り
し
た
。

気
持
ち
良
い
。
良
か
っ
た
！

等
々
、
た
わ
い
の
な
い
こ
と
で
す

が
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
「
良

か
っ
た
」
や
「
小
さ
な
幸
せ
」
が
、不

思
議
な
こ
と
に
い
つ
の
間
に
か
心
を
ホ
ッ

コ
リ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
私
は
今
「
歌
麿
館
」
で
仕
事
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
歌
麿
館
に
は

結
構
広
い
地
域
か
ら
、
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
に
は
、
美
術

や
歴
史
、
多
方
面
の
文
化
に
詳
し
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
良
か
っ
た
」
で
す
。
そ
し
て
、
お

客
様
が
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
時
、
「
来

て
良
か
っ
た
」
「
ま
た
来
ま
す
」
と

言
っ
て
下
さ
る
時
、
と
て
も
大
き
な

「
良
か
っ
た
」
を
頂
き
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

　
世
界
情
勢
や
日
本
の
行
く
末
、
異

常
気
象
等
、
不
安
も
一
杯
な
今
日
こ

の
頃
で
す
。
せ
め
て
、
小
さ
な
「
良

か
っ
た
」
や
「
幸
せ
」
を
沢
山
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
生
き
が
い

会
　
員

　
髙
橋
　
民
夫

　
昭
和
三
九
年
以
来
、
五
一
年
間
の

長
期
に
わ
た
り
第
二
・
第
三
の
職
場

で
働
き
続
け
、
昨
年
四
月
、
仕
事
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
趣
味
の
釣
り(

鮎

釣
り)

や
自
治
会
の
活
動
に
専
念
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
鮎
釣
り
シ
ー
ズ

ン
の
六
月
か
ら
十
月
中
旬
ま
で
の
数

か
月
間
は
何
と
か
、
生
活
に
、
張
り

が
あ
っ
た
も
の
の
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

と
も
な
る
と
、
や
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
か
、

テ
レ
ビ
と
に
ら
め
っ
こ
の
退
屈
な

日
々
が
続
き
、
気
力
体
力
の
減
退
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
元
気
に
仕

事
を
し
て
い
た
頃
が
懐
か
し
く
思
い

だ
さ
れ
ま
す
。
何
か
仕
事
を
し
な
く

て
は
と
思
い
つ
つ
、
定
期
検
診
の
都

度
、
掛
か
り
付
け
の
医
者
よ
り
、
健

康
管
理
の
観
点
か
ら
何
か
仕
事
を
勧

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
知
人

の
勧
め
で
今
年
三
月
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た
の
で
す
。

　
入
会
後
早
々
に
、
「
さ
く
ら
祭
り

の
駐
車
場
誘
導
」
・
「
市
広
報
紙
の

仕
分
け
作
業
」
・
「
福
祉
施
設
の
送

迎
車
の
運
転
等
」
の
仕
事
を
紹
介
さ

れ
、
今
で
は
、
送
迎
車
の
運
転
と
、

広
報
紙
の
仕
分
け
作
業
の
仕
事
を
や

ら
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事
を
始
め
て
、

ま
だ
三
か
月
半
で
す
が
、
毎
日
充
実

し
た
仕
事
と
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
無
駄
な
生

活
を
過
ご
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
員

さ
ん
や
仕
分
け
の
仕
事
仲
間
と
出
会

え
た
こ
と
の
楽
し
さ
や
嬉
し
さ
、
更

に
、
福
祉
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
そ
の

仲
間
達
と
の
触
れ
合
い
は
、
私
の
生

き
が
い
で
あ
り
又
ス
ト
レ
ス
解
消
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
の

仕
事
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
つ

つ
、
事
故
の
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
仕

事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。



生　き　が　い（７）

山
歩
き
で
思
っ
た
こ
と

藤
岡
地
区会

　
員

　
日
高
　
辰
雄

　
私
は
今
年
の
二
月
初
旬
か
ら
三
毳
山

の
峰
渡
り
を
始
め
ま
し
た
。動
機
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
体
力
向
上
に

な
る
と
思
い
、シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
が
な
い
日
は
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
イ
し
ま

し
た
。三
毳
山
の
山
体
は
南
北
に
連
な

り
、ピ
ー
ク
が
三
か
所
あ
り
ま
す
。南
部

の
ピ
ー
ク
は
三
毳
神
社
奥
の
院
の
所
、

中
央
部
の
ピ
ー
ク
が
中
岳（
二
百
十

メ
ー
ト
ル
）、北
部
の
ピ
ー
ク
は
青
竜
ヶ

岳（
二
百
二
十
九
メ
ー
ト
ル
）最
高
峰
で

す
。私
の
好
き
な
ル
ー
ト
は
三
毳
山
南
口

広
場
か
ら
最
初
の
ピ
ー
ク
、神
社
の
奥
の

院
ま
で
続
く
急
な
石
段
を
直
登
す
る

コ
ー
ス
で
す
。こ
の
山
の
南
の
ピ
ー
ク
か

ら
中
岳
を
超
え
て
北
部
の
青
竜
ヶ
岳
ま

で
の
峰
渡
り
、早
足
で
往
復
す
る
と
寒

中
で
も
大
汗
が
出
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

ピ
ー
ク
に
立
っ
て
山
の
東
方
、南
方
を
見

渡
す
と
南
部
事
業
所
の
領
域
が
す
ば
ら

し
く
広
が
っ
て
、手
に
取
る
様
な
感
覚
に

何
度
も
な
り
ま
し
た
。

　
折
し
も
山
歩
き
を
始
め
た
頃
に
、

私
と
同
級
生
の
方
が
今
年
三
月
エ
ン

ド
で
南
部
事
業
所
を
去
る
こ
と
を
事

前
に
聞
き
ま
し
た
。
急
な
話
で
非
常

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
正

直
、
こ
の
頃
か
ら
自
分
自
身
も
そ
ろ

そ
ろ
潮
時
、
切
れ
目
時
か
と
考
え
は

じ
め
、
峰
渡
り
の
道
は
私
に
と
っ
て

歩
く
た
び
に
迷
い
道
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
自
分
な
り
に
考
え
て

決
め
ま
し
た
。
私
と
同
級
生
で
ベ
テ

ラ
ン
の
職
員
が
事
務
所
を
去
る
と
栃

木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
藤
岡

事
業
所
時
代
か
ら
活
躍
し
て
い
る
多 〈三毳山〉

く
の
会
員
の
様
子
を
知
る
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

は
か
つ
て
一
年
余
り
事
務
所
内
の
業

務
を
担
当
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
私
が
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
残

れ
ば
多
少
な
り
と
も
役
に
立
て
る
こ

と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
以
上
は
た
て
ま
え

で
、
本
音
を
言
う
と
同
年
齢
の
現
東

京
都
知
事
、
今
で
も
有
名
で
す
が
、

更
に
上
の
名
優
を
目
指
す
草
刈
氏
の

生
き
様
を
見
て
、
年
金
の
山
な
ど
掫

揄
さ
れ
る
所
に
埋
没
し
て
い
る
時
で

は
な
い
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。

 

終
わ
り
に
あ
た
り
、会
員
諸
兄
に
申
し

上
げ
ま
す
。今
後
二
年
の
内
に
平
成
が

終
わ
り
ま
す
。次
の
時
代
に
吹
く
風
は

温
か
い
風
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
の
う
ち

か
ら
来
た
る
べ
き
新
時
代
へ
の
危
険
予

知
を
し
ま
し
ょ
う
。

や

ゆ

「
私
の
楽
し
み
」

会
　
員
　

　
須
藤
　
義
範

　
今
日
こ
の
頃
は
、年
の
せ
い
か
仕
事

を
や
る
気
が
な
く
て
、ど
う
し
た
の
か

な
と
考
え
て
し
ま
い
、い
つ
も
一
人
で
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、楽
し
く
仕
事
が
で

き
る
状
況
を
考
え
て
み
た
時
に
、い
つ
も

楽
し
そ
う
に
働
い
て
い
る
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
の
人
が
羨
ま
し
く
感
じ
て
、一
度
シ

ル
バー
セ
ン
タ
ー
に
話
を
聞
い
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
行
き
、
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
襖
は
り
を
す
る
人
が
い
な
い

と
の
こ
と
で
、
自
営
で
や
っ
て
い
た

の
で
、
襖
は
り
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
仕
事
が
来
て
、事
務
所
内
の

良
い
環
境
で
仕
事
を
し
、余
裕
も
出
て

く
る
と
、仕
事
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
好
き
な
カ
ラ
オ

ケ
も
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
ゆ
と
り
が
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
好
き
な
魚
釣
り
も
で
き
る
様
に

な
っ
た
ら
楽
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
仕
事
を
頑
張
っ

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

〈カラオケ大会にて〉



生　き　が　い （８）

都
賀
地
区

人
生
に
思
う
こ
と

会
　
員
　

　
小
坂
　
護

　
平
成
28
年
12
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
北
部
事
業
所
か
ら
の
要
請
で

色
々
と
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
乍

ら
不
安
と
期
待
の
入
り
混
じ
っ
た
状

態
で
先
輩
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
半
年
が
過
ぎ

た
頃
、
突
然
事
業
所
か
ら
広
報
紙
の｢

生
き
が
い｣

に
載
せ
た
い
の
で
一
筆
書

い
て
下
さ
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
わ
た
し
は
ま
だ
半
年
も
経
た
な

い
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

内
容
も
余
り
把
握
し
て
な
い
の
で
無

理
で
す
と
断
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
書
い
て
下
さ
い
と
の
こ
と
、

私
は
余
り
断
り
切
れ
な
い
性
分
な
の

で
つ
い
つ
い
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
何
を
書
い
て
良
い
の
か
解

り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
生
き
て
き
た

人
生
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
た
。

万
物
の
霊
長
類
で
あ
る
人
間
は
こ
の

世
に
生
を
受
け
て
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
運

命
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
皆
さ
ん
も
生

き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
の
疑
問
を
考
え
る
と
人
生
と

は
何
ぞ
や
、
生
き
る
た
め
に
働
く
の

か
、
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
働
く
の

か
、
皆
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
働
く

の
か
、
考
え
る
と
人
生
は
色
々
で

す
。
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

ま
ず
は
健
康
で
な
け
れ
ば
何
も
出
来

ま
せ
ん
。
健
康
に
感
謝
で
す
。

　
さ
て
私
の
人
生
は
六
人
兄
弟
の

末
っ
子
で
、
我
々
の
年
代
は
食
べ
る

物
も
事
欠
き
、
衣
類
は
兄
の
お
下
が

り
、
色
々
な
面
で
の
時
代
を
過
ご

し
、
青
春
時
代
を
経
て
職
業
も
色
々

変
え
て
某
会
社
を
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

人
等
を
し
て
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

北
島
三
郎
さ
ん
の
歌
っ
た｢
川｣

の
よ

う
に
、
人
生
山
あ
り
谷
あ
り
、
紆
余

曲
折
も
あ
り
、
私
も
こ
の
様
に
生
き

て
き
た
と
、
自
分
自
身
思
っ
て
い
ま

す
。
人
生
の
成
功
者
で
も
無
く
人
格

者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
何
が

あ
る
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
の
流

れ
に
逆
ら
わ
ず
自
然
体
で
渡
っ
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
信
念
は
働
け
る
内
は
働
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
の
人
達
と
、
ま
た
関
わ
り
の
或
る

人
達
と
た
わ
い
な
い
会
話
、
和
気
あ

い
あ
い
と
仕
事
を
一
生
懸
命
し
て
、

皆
か
ら
信
頼
と
愛
し
愛
さ
れ
る
人
間

で
有
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

た
ば
か
り
の
若
輩
者
で
す
が
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
維
持

会
　
員
　

　
西
村
　
博
光

　
平
成
二
十
七
年
四
月
、
三
女
の
長

女
が
小
学
校
に
入
学
し
、
二
女
が
幼

稚
園
の
年
中
組
に
入
園
し
、
孫
六
人

の
孫
育
て
が
、
一
段
落
を
し
た
の
を

期
に
、
平
成
二
十
七
年
七
月
八
日
、

栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
都

賀
支
部
に
て
、
入
会
説
明
会
を
拝
聴

し
、
翌
日
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
心
身
健
康
の
た
め
、
禁
酒
十
二

年
、
禁
煙
六
年
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

一
日
一
万
歩
、
約
一
時
間
三
十
分
、

約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
行
う
事
に
よ

り
、
通
常
の
成
人
男
性
の
体
力
、
知

力
、
精
神
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
及
び
方
針
と
し
て
、
活
動
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日
よ

り
、
先
輩
、
事
業
者
の
基
、
ゴ
ル
フ

バ
ッ
ク
運
搬
作
業
を
週
三
日
、
一
日

四
時
間
（
十
二
時
よ
り
十
七
時

迄
）
、
月
十
五
日
、
業
務
に
つ
き
、

一
年
八
ヶ
月
、
心
身
共
に
健
康
な
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
九
年
四
月
末
日
迄
で
勤
務
を
終

了
し
、
五
月
一
日
、
公
民
館
夜
間
管

理
、
主
に
部
活
動
使
用
後
の
設
備
、

施
設
管
理
と
各
室
、
ロ
ビ
ー
、
廊

下
、
施
錠
及
び
非
常
灯
の
管
理
を
前

任
者
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

五
月
十
五
日
の
週
よ
り
隔
週
月
曜
日

よ
り
土
曜
日
迄
、
午
後
五
時
よ
り
部

活
動
終
了
迄
平
均
四
時
間
の
勤
務
を

し
て
、
無
事
勤
め
を
は
た
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
先
輩
、
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
御
陰
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



生　き　が　い（９）

〈健康体操教室〉

大
平
地
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
二
度
目
の
入
会

会
　
員
　

　
照
内
　
昇

　
私
は
今
回
で
二
度
目
の
広
報
に
投

稿
し
ま
す
。
平
成
十
九
年
一
月
に
初

め
て
入
会
し
、
仕
事
の
都
合
で
一
年

足
ら
ず
で
退
会
し
ま
し
た
が
、
そ
の

時
は
互
助
会
の
一
泊
二
日
お
座
敷
列

車
旅
行
で
感
動
し
た
こ
と
が
テ
ー
マ

で
し
た
。

　
二
度
目
の
入
会
は
、
平
成
二
十
五

年
十
月
に
入
会
か
ら
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
当
時
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
諸
先
輩
も
退
会
さ
れ
、
今
で

は
数
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
大
平
地
区
の
広
報
紙
を
担
当

し
、
チ
ラ
シ
の
折
込
や
配
達
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の
長

期
休
み
に
、
学
童
保
育
支
援
補
助
な

ど
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
前
述
の
広
報
紙
の
仕
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
と
、
地
域
の
事
が
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
元
々
地
元

で
な
い
私
に
は
、
配
達
先
の
地
名
も

わ
か
ら
ず
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
地
元
の
妻
よ
り
地
理
に
詳
し

く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昨
年
か
ら
の
学
童
保
育
支
援
補
助

の
仕
事
は
、
子
供
達
の
過
ご
し
か
た

の
意
外
な
様
子
に
感
心
致
し
ま
し

た
。
宿
題
の
勉
強
か
ら
始
ま
り
、
読

書
の
時
間
は
私
語
な
ど
厳
禁
、
即
大

声
で
注
意
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
お
や
つ
の
時
間
が
過
ぎ
自
由
時

間
に
な
る
と
周
り
が
一
変
し
た
よ
う

に
、
パ
ズ
ル
、
絵
か
き
、
ブ
ロ
ッ
ク

遊
び
と
好
き
な
ゲ
ー
ム
で
、
夫
々
自

由
な
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

時
に
は
学
童
達
の
相
手
も
し
ま
す
。

腕
相
撲
や
指
相
撲
、
綾
取
り
、
カ
ー

ド
あ
る
い
は
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
い
空
想

の
世
界
を
作
っ
た
り
、
ま
た
将
棋
の

相
手
も
し
ま
す
。
中
に
は
鉄
道
の
駅

名
を
、
始
発
か
ら
終
点
ま
で
言
え
る

生
徒
も
お
り
、
改
め
て
感
心
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
に
保
育
支
援
の
皆
さ
ん
か

ら
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時

は
、
生
き
が
い
を
感
じ
仕
事
の
疲
れ

も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

我
が
家
の
宝
物
ア
ル
バ
ム
に

　
　
　
　
　  

ロ
マ
ン
を
求
め

会
　
員
　

　
畠
山
　
春
男

　
今
思
え
ば
会
社
員
に
な
っ
て
最
初

の
頃
、
あ
こ
が
れ
の
蒸
気
機
関
車
Ｓ

Ｌ
を
追
い
求
め
て
日
本
で
一
番
高
い

所
に
あ
る
信
州
小
海
線
に
夜
行
列
車

に
乗
っ
て
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
事

が
あ
る
。

　
宿
の
予
約
も
せ
ず
、
時
刻
表
を
手

に
リ
ッ
ク
を
背
負
い
「
な
ぜ
、
そ
こ

ま
で
し
て
出
か
け
た
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
思
う
時
が
あ
る
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
、
八
幡
平
国

立
公
園
の
麓
で
あ
る
花
輪
線
を
黒
い

煙
を
吐
き
な
が
ら
雄
大
な
姿
で
走
る

Ｓ
Ｌ
が
子
供
な
が
ら
頭
の
ど
こ
か
に

残
っ
て
い
た
か
ら
、
八
ヶ
岳
高
原
の

風
景
と
消
え
ゆ
く
Ｓ
Ｌ
に
望
郷
の
思

い
を
重
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
若
い
頃
は
、
出
か
け
る
観
光
地
迄

の
時
刻
と
経
路
を
全
て
計
画
し
て
旅

行
す
る
事
し
ば
し
ば
、
新
婚
旅
行
も

京
都
か
ら
山
陰
本
線
の
有
名
な
観
光

名
所
を
全
て
自
分
で
調
べ
て
、
妻
と

二
人
で
行
っ
た
気
が
す
る
。

　
あ
れ
か
ら
四
十
数
年
、
我
が
家
の

二
階
の
空
き
部
屋
と
棚
の
い
た
る
所

に
、
こ
れ
ま
で
に
撮
っ
た
写
真
と
何

十
冊
と
い
う
ア
ル
バ
ム
は
、
我
が
家

の
「
宝
物
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
定
年
退
職
後
、
シ
ル
バ
ー
大
学
校

南
校
を
卒
業
し
て
、
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
、
色
々
な
職
業
の
先
輩

方
々
と
出
会
い
、
さ
ら
に
新
鮮
な
気

持
ち
で
第
二
の
人
生
を
謳
歌
し
た
い

と
思
う
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
働
き
始
め
て
数
ケ
月
で
す

が
、
頂
い
た
配
分
金
に
感
謝
し
な
が

ら
貯
金
を
し
て
、
「
時
刻
表
を
片
手

に
時
間
に
束
縛
さ
れ
な
い
ス
タ
イ

ル
」
で
、
昔
出
か
け
た
同
じ
観
光
地

に
妻
と
二
人
で
再
び
の
ロ
マ
ン
を
求

め
、
旅
行
し
た
い
も
の
で
す
。



生　き　が　い （10）

〈男体山にて〉

〈安全パトロール〉

西
方
地
区

草
刈
り

会
　
員
　

　
石
川
　
志
郎

　
私
が
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
キ
ッ
カ
ケ
は
、
当

時
会
員
の
中
に
身
内
の
方
が
居
り
ま

し
た
の
で
、
心
強
く
感
じ
て
決
心
し

ま
し
た
。
私
が
入
会
す
る
の
と
前
後

し
て
、
体
の
調
子
が
悪
く
な
り
、
退

会
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
幸
い

に
も
体
が
健
康
で
す
の
で
、
入
会
し

て
今
年
で
3
年
に
な
り
ま
す
。
入
会

当
時
は
会
員
の
半
数
位
し
か
知
っ
て

る
方
は
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

で
は
殆
ん
ど
の
方
の
顔
が
解
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
作
業
と
し
て
は
、
時

期
に
も
依
り
ま
す
が
、
主
に
草
刈
作

業
を
班
長
さ
ん
を
中
心
に
数
名
単
位

で
行
う
事
が
多
い
で
す
。
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
に
、
特
に
注
意
し
な
が

ら
の
作
業
で
す
。

　
入
会
し
て
良
か
っ
た
事
と
言
え

ば
、
同
年
代
と
知
り
合
い
に
な
っ
た

事
、
冗
談
を
言
い
な
が
ら
話
が
で
き

る
事
、
鍋
を
囲
ん
で
一
杯
や
っ
た

事
、
忘
年
会
（
新
年
会
）
、
慰
安
旅

行
等
々
。
そ
し
て
尚
、
多
少
の
報
酬

を
頂
け
る
と
い
う
事
で
す
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
何
と
か
し
て
入
会

員
を
増
や
す
事
、
仕
事
先
を
開
拓
す

る
事
、
等
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
員
同
志
お
互
い
に
協
力
し
合
っ

て
、
自
分
の
健
康
管
理
に
充
分
留
意

し
、
又
、
作
業
事
故
な
ど
に
合
わ
な

い
様
に
気
を
付
け
て
、
求
め
ら
れ
た

仕
事
を
や
っ
て
い
く
事
も
、
あ
る
意

味
で
は
ひ
と
つ
の
生
甲
斐
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

自
分
の
生
き
る
道理

　
事

　
嶋
田
　
安
治

　
私
ご
と
で
す
が
、
健
康
に
は
人
一

倍
気
を
付
け
て
お
り
ま
す
。
タ
バ
コ

は
止
め
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
毎
朝

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操
は
欠

か
し
ま
せ
ん
。

　
還
暦
を
迎
え
、
百
名
山
に
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
つ
き
、
栃
木
県
を
代
表

す
る
男
体
山
に
初
挑
戦
し
無
事
と
は

言
え
な
い
が
、
登
頂
に
成
功
し
ま
し

た
。
眼
下
に
見
下
ろ
す
中
禅
寺
湖
と

雲
海
を
見
て
何
と
も
言
え
な
い
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。
欲
が
出
て
、
次

は
日
の
本
一
の
富
士
山
し
か
な
い
と

一
昨
年
シ
ー
ズ
ン
終
了
間
際
、
静
岡

県
須
走
口
か
ら
登
頂
を
試
み
ま
し
た

が
、
準
備
不
足
と
経
験
不
足
で
高
山

病
に
な
り
六
合
目
ち
ょ
い
で
、
リ
タ

イ
ヤ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
同
年
筑
波
山
は
登
頂
で
き
ま
し

た
。

　
昨
年
は
経
験
を
生
か
し
山
小
屋
に

泊
ま
り
挑
戦
し
た
が
悪
天
候
に
よ
り

七
合
目
ち
ょ
い
で
、
止
む
無
く
リ
タ

イ
ヤ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
焦
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
八
合

目
を
目
指
し
、
百
名
山
達
成
の
一
歩

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
事
故
防
止
･
急
ぐ
な

　
あ
せ
る
な
・
気
を
抜
く
な
」

（
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
）



生　き　が　い（11）

仲
間
と
趣
味
と会

　
員

　
須
藤
　
務

　
た
ま
た
ま
害
虫
駆
除
の
仕
事
の
依

頼
を
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た

折
、
そ
の
場
で
入
会
を
勧
め
ら
れ
て

そ
の
場
で
入
会
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
一
日
の
作
業
時
間
六
時
間
は
体
に

合
っ
て
お
り
、
毎
日
緊
張
し
つ
つ
皆

さ
ん
と
長
く
楽
し
く
や
っ
て
こ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

お
囃
子
を
や
っ
て
お
り
、
円
仁
お
囃

子
会
の
会
員
で
す
。
太
鼓
を
打
っ
た

時
の
気
持
ち
は
晴
れ
ば
れ
し
ま
す
。

　
鉦
で
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
、
完
璧
に

出
来
た
時
の
満
足
感
は
自
分
で
し
か

味
わ
え
な
い
こ
と
で
す
。

　
鉄
道
も
趣
味
で
す
。
五
十
年
の

キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て
、
S
L
か
ら

切
符
集
め
、
J
R
北
海
道
・
東
日

本
・
私
鉄
等
の
路
線
駅
舎
の
駅
名
入

り
写
真
、
ホ
ー
ム
の
駅
名
、
看
板
等

約
三
千
枚
位
の
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。

　
先
日
、
本
部
よ
り
会
員
登
録
十
年

と
の
事
で
、
は
か
ら
ず
も
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
緊
張
の
中
に
も
、
お
受

け
出
来
た
こ
と
は
、
皆
様
の
お
か
げ

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
舟
地
区

よ
ろ
こ
び

会
　
員

　
中
山
　
彦
三

　
人
並
み
の
会
社
勤
め
を
終
え
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
て
一

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
退
職
間
際
に

は
多
く
の
先
輩
と
交
流
す
る
機
会
を

得
、
そ
こ
で
の
話
題
は
決
ま
っ
て
年

金
・
健
康
・
余
暇
の
過
ご
し
方
等

で
、
大
半
の
先
輩
が
何
ら
か
の
仕
事

に
就
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
あ
る
先

輩
は
ゴ
ル
フ
好
き
で
ゴ
ル
フ
場
へ
、

ま
た
、
あ
る
先
輩
は
技
術
職
で
子
会

社
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
ま

た
、
野
菜
を
作
っ
て
直
売
場
へ
と
皆

そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
も
と
に
か
く
体
育
系
で

体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
、
機
械

の
分
解
・
修
理
・
組
立
、
植
木
の
手

入
れ
等
特
技
を
生
か
し
つ
つ
実
益
を

求
め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪

ね
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
就
業

者
人
員
が
不
足
し
て
い
る
「
植
木
の

手
入
れ
」
を
勧
め
ら
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
植
木
の
手
入
れ
に
は
基

本
的
知
識
と
技
能
が
要
求
さ
れ
ま
す

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
感
性
が
違
う
よ
う

に
見
方
・
出
来
栄
え
に
も
多
少
の
差

が
出
来
ま
す
。
し
か
し
暑
さ
寒
さ
の

厳
し
い
屋
外
作
業
、
様
々
な
現
場
環

境
、
会
員
の
年
齢
差
等
を
乗
越
え
て

庭
の
片
隅
で
広
げ
る
昼
の
手
弁
当
。

皆
で
協
力
し
て
手
入
れ
の
終
わ
っ
た

植
木
を
見
上
げ
「
さ
っ
ぱ
り
し
た
」

「
き
れ
い
に
な
っ
た
」
「
風
通
し
が

良
く
植
木
が
喜
ん
で
い
る

よ
」
・
・
・
等
々
、
お
客
さ
ん
か
ら

言
葉
を
頂
く
と
一
日
の
疲
れ
も
癒
さ

れ
、
よ
ろ
こ
び
と
明
日
へ
の
活
力
が

湧
き
上
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
一
日
で
も
長
く
健
康
に
留
意
し

仕
事
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

〈趣味の鉄道、稚内駅にて〉〈フォークダンス講習会〉

〈渡良瀬遊水地ボランティア〉
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編
集
後
記

　
平
成
二
九
年
七
月
一
九
日
第
一
五
七
回
芥
川
賞
は

沼
田
信
佑
さ
ん「
影
裏
」、
直
木
賞
は
佐
藤
正
午
さ

ん「
月
の
満
ち
欠
け
」が
選
ば
れ
た
。私
は
早
速
図
書

館
へ
行
き「
影
裏
」の
購
読
予
約
を
し
た
。私
は
こ
う

い
う
作
品
を
読
む
の
が
大
好
き
だ
が
、字
が
小
さ
い

の
で
目
が
疲
れ
る
。

　
各
図
書
館
に
は
熟
年
用
に
大
活
字
本
が
た
く
さ

ん
用
意
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
は
歴
史
的
分
野
の
も

の
が
多
い
。私
は
こ
れ
ら
の
本
を
い
つ
も
5
冊
ほ
ど
積

ん
で
お
き
、猛
暑
や
、雨
で
畑
仕
事
が
で
き
な
い
時
、

ラ
ン
ダ
ム
に
引
き
抜
き
暇
つ
ぶ
し
を
し
て
い
る
。昨
年

読
ん
だ
杉
本
章
子「
写
楽
ま
ぼ
ろ
し
」、古
川
薫「
高

杉
晋
作
」が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。好
き
な
作
家

は
何
と
い
っ
て
も
司
馬
遼
太
郎
。5
月
に「
最
後
の
将

軍
」「
王
城
の
護
衛
者
」「〈
街
道
を
ゆ
く
〉白
河
･
会

津
の
み
ち
」を
読
ん
だ
。一
連
の
作
品
は
、幕
末
期
の

騒
乱
か
ら
戊
辰
戦
争
の
惨
劇
や
、新
政
府
の
非
道

（
会
津
藩
ぐ
る
み
を
下
北
半
島
の
火
山
灰
地
へ
移

封
）を｢

時
代
の
精
神
の
腐
っ
た
部
分
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
い
い｣

と
舌
鋒
鋭
く
語
っ
て
い
る
。

　
今
回
か
ら
編
集
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
。浅
学
菲

才
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　（
追
伸
）来
年
の
こ
と
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
と
言

わ
れ
ま
す
が
、次
号
の
た
め
の
執
筆
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。書
い
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品
の

進
呈
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

 

 

 

 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
銀
次
郎
  

 

統計速報 平成29年度事業実績（H29年4月～H29年6月）

（H29年度4月～6月）事故速報
傷害
・
賠償

傷害・賠償
傷害
賠償

件数
入院 通院 男性 女性 計事故の程度 性別

入院 通院 男性 女性
事故の程度 性別

内　　　　訳 平成27年度同期累計

計

傷害
賠償
計

平
成
29
年
度
4
月
〜
6
月
累
計

3
8
11

3
8
11

0
0
0

0
0
0

3
0
3

2
0
2

2
2
4

2
2
4

0
0
0

0
0
0

事業所別会員数

(金額単位:円）

前年実績
増減
増減率

公共事業増減率
民間事業増減率

合計

公共事業

独自事業
小計

家庭

受注件数 就業人数 契約金額
実人員 配分金 事務費材料費等他 計延日人員区　分

企業等
民
間
事
業

430
878
1,668

3
2,549
2,979
2,992
-13

-0.4％
21.1％
-3.3％

2,681
15,120
5,964
15

21,099
27,380
14,508
867
3.3％
11.7％
1.0％

25,466,340
64,227,279
25,613,787

47,200
89,888,266
115,354,606
111,097,580
4,257,026

3.8％
8.6％
2.6％

2,393,286
2,943,892
4,791,455

1,100
7,736,447
10,129,733
10,397,200
-267,467
-2.6％
-4.7％
-1.9％

2,531,208
6,411,331
2,561,027

1,500
8,973,858
11,505,066
11,091,014
414,052
3.7％
8.4％
2.5％

30,390,834
73,582,502
32,966,269

49,800
106,598,571
136,989,405
132,585,794
4,403,611

3.3％
7.4％
2.2％

761
729
32

4.4％

Ｈ29年6月末現在

栃木 藤岡 都賀 大平 西方 岩舟 合計
男 女 計男 女 計男 女 計男 女 計男 女 計男 女 計男 女 計

203 76 279 103 31 134 84 52 136 100 29 129 34 18 52 90 23 113 614 229 843

え
い
り


